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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
17
日
、
協
会
会

議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
会
「
薬
物
疫
学
と
薬
物
療
法
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開
催
。
京
都
大
学
名
誉

教
授
の
福
島
雅
典
先
生
が
講
師
を
務
め
、
55

人
（
会
場
10
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
45
人
）
が
参
加

し
た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先
生
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

福
島
雅
典
先
生
は
名
古
屋
大
学
を
ご
卒
業

後
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
医
を
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
折
に
わ
が
国
で
多
用
さ
れ

て
い
た
ク
レ
ス
チ
ン
や
ピ
シ
バ
ニ
ー
ル
と
い
っ

た
特
殊
な
薬
剤
の
使
用
に
疑
問
を
持
っ
た
。

そ
の
後
有
名
な
Ｍ
Ｓ
Ｄ
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
メ
ル

ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
翻
訳
を
さ
れ
、
海
外
の

知
己
を
得
た
そ
う
だ
。
日
本
独
自
の
薬
剤
の

話
を
す
る
と
、
「
ぜ
ひ
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
そ
の

内
容
を
報
告
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
先

ほ
ど
の
日
本
独
自
の
抗
が
ん
剤
の
内
容
を
報

告
し
た
。

そ
の
後
、
薬
剤
の
臨
床
治
験
を
世
界
標
準

で
あ
る
Ｇ
Ｃ
Ｐ
に
準
拠
す
る
活
動
に
精
力
的

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
仕
事
の
関
係

で
京
都
大
学
に
薬
剤
疫
学
講
座
を
開
設
す
る

際
に
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。

薬
剤
に
は
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
科
学
的
に
評
価
し
、
正

し
い
判
断
を
す
る
か
は
常
に
問
わ
れ
る
命
題

で
あ
る
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
判
断
す
る
治
療

効
果
と
は
何
か
、
例
え
ば
抗
が
ん
剤
で
対
象

腫
瘍
の
縮
小
や
消
失
を
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と

医
療
に
お
け
る
適
応
と
限
界
の
理
解
を

し
て
、
明
ら
か
に
縮
小
効
果
が
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
生
命
予
後
は
偽
薬
と
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
評
価
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
そ
の

薬
剤
に
致
死
的
な
副
作
用
が
あ
っ
た
場
合
、

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
リ
ス
ク
を
上
回
る
の
か

（
イ
レ
ッ
サ
の
例
を
と
り
説
明
さ
れ
た
）
。

特
に
新
し
い
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
そ
の

構
造
や
薬
剤
動
態
、
治
験
結
果
か
ら
ま
ず
リ

ス
ク
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
（
メ
ル
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
あ
り
）

と
話
さ
れ
た
。

ま
た
ヒ
ト
硬
膜
製
剤
に
よ
る
ヤ
コ
ブ
病

（
人
の
狂
牛
病
）
の
発
症
予
測
な
ど
か
ら
比

較
的
早
期
に
使
用
を
や
め
る
こ
と
を
政
府
に

求
め
た
こ
と
や
、

イ
レ
ッ
サ
の
間
質

性
肺
炎
訴
訟
に
も

関
係
さ
れ
た
。

現
在
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
ー
19
の
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の

リ

ス

ク

・

ベ

ネ

フ
ィ
ッ
ト
を
研
究

さ
れ
て
い
て
、
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

は
遺
伝
子
治
療
と

と
ら
え
る
べ
き
で
、

長
い
目
で
見
て
そ

の
副
作
用
を
観
察

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
２
０
０
０
人

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
「
薬
剤
疫
学
と
薬
物
療
法
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
（
感
想
文
）

福島雅典京都大学名誉教授が

薬物疫学とリスクマネジメントについて語った

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
23
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加
し

た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
診
療

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
第
15
回
被
災
地
交
流
／
物
品
・
物
産
展

（
６
・
24
）

②
第
43
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

（
10
・
21
）

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
６
・
17
）

「
薬
剤
疫
学
と
薬
物
療
法
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

【
Ⅳ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
55
回
総
会
（
６
・
18
）

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
８
月
25
日
（金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

芦西
屋宮
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を
超
え
る
死
者
や
、
副
作
用
に
苦
し
む
人
に

対
し
て
速
や
か
な
被
害
者
救
済
認
定
や
補
償

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
。

医
療
と
は
元
来
不
確
実
な
も
の
で
あ
り
、

医
療
側
は
確
率
論
で
説
明
し
、
患
者
側
は
決

定
論
で
考
え
各
々
思
考
過
程
が
異
な
る
。
そ

の
た
め
に
臨
床
的
意
思
決
定
を
支
え
る
科
学
、

予
測
科
学
と
し
て
の
臨
床
医
学
が
必
要
で
あ

る
。医

療
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

核
心
は
「
医
療
に
お
け
る
適
応
と
限
界
を
理

解
し
て
、
禁
忌
を
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
」

「
す
べ
き
こ
と
を
し
な
い
、
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
す
る
。
思
い
こ
み
、
決
め
つ
け
、

話
を
聞
か
な
い
、
言
う
べ
き
こ
と
を
言
わ
な

い
の
は
駄
目
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
ず
る
必

要
が
あ
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
す
ば
ら
し

い
講
演
で
あ
っ
た
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

オンラインも併用して行われ、55人が参加した

講演後は質疑応答も行われた
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7月1日、広川内科クリニック・芦原

デイサービスセンター・女子生活支援

センターで「夏のお昼の二胡の調べ」

が開催された。中国・淅江省出身で現

在静岡県を拠点に全国各地の文化施設

で演奏を行っているほか、協会の被災

地訪問活動にも協力した劉揚（りゅう

やん）さんが演奏を行い、市民・患

者さんなど23人が二胡の音色を楽しん

だ。

ドラマ「アルジャーノンに花束を」

の主題歌としても有名な「The Rose」

に始まり、坂本冬美の「また君に恋し

てる」、BIGINの「島唄」、宮崎駿監督「となりのトトロ」のテーマソングや同作

のオープニングソング「さんぽ」など日本に住む市民に親しみのある曲が披露さ

れたほか、中国でのヒットソング「女人花」も披露され、文化的な交流も楽しむ

ことでできた。

劉揚さんは「心と心の会話」

をキャッチフレーズにしており、

参加者とユーモアを交えて掛け

合うなど、会場は終始なごやか

な時間が流れた。

当日は動画ＳＮＳ「TikTok」

での生配信も行われ、劉揚さん

のフォロワーもオンラインで視

聴した。

公演後は広川恵一副支部長が、

パネルを使って参加者に保険医

協会の活動、５月に行われた被

災地訪問で元京都大学原子炉実験

所助教小出裕章氏に協力いただい

た、各地での線量率測定値の結果

などの報告を行った。
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東
日
本
大
震
災
被
災
地
交
流

第
15
回
被
災
地
交
流
／
物
品
・
物
産
展

市
民
に
と
っ
て
被
災
地
を
身
近
に

広川内科クリニックで二胡のコンサート

親しみのある曲でなごやかな土曜日

二胡の演奏を行う劉揚氏

広川先生が協会の活動や被災地訪問での

経験について話した

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
24
日
、
広
川
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
第
15
回
被
災
地
交
流
／
物

産
・
物
品
展
を
開
催
。
多
く
の
地
域
住
民
や

患
者
な
ど
が
参
加
・
交
流
し
た
。

こ
の
企
画
は
東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震

被
災
地
へ
の
支
援
と
地
域
交
流
を
目
的
に
定

期
的
に
開
催
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
約
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
岩
手
県

宮
古
市
「
か
け
あ
し
の
会
」
が
、
わ
か
め
や

塩
サ
イ
ダ
ー
な
ど
東
北
の
物
産
を
販
売
し
た

ほ
か
、
５
月
に
協
会
が
行
っ
た
被
災
地
訪
問

パ
ネ
ル
を
展
示
。
ま
た
、
保
険
証
廃
止
撤
回
署

名
、
医
療
・
介
護
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
署
名
、
上

田
進
久
先
生
に
ご
用
意
い
た
だ
い
た
阪
神
淡
路

大
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
関
わ
る
展
示

な
ど
、
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ
い

て
も
ブ
ー
ス
を
設
け
て
紹
介
し
、
市
民
に
協
会

を
知
っ
て
い
た
だ
く
企
画
に
も
な
っ
た
。

会
場
に
は
会
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
多
く
の
地
域
住
民
や
患
者
が
訪
れ
、

交
流
を
深
め
あ
い
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
買
い

物
を
楽
し
み
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

日 時 10月21日(土)14時30分～

会 場 夙川公民館講堂

講 師 東京大学定量生命科学研究所 小林 武彦 教授

テーマ 「生物はなぜ老い、そして死ぬのか」

お問い合わせは078-393-1840 協会事務局 伊地知・山田まで

「かけあしの会」が東北の物産を販売した

会場にはたくさんの市民らが集まった


